














　J’ai montré dans Haruki(2009) que les deux valeurs modales, possibilité et norme, qu’implique 
la construction du verbe pronominal passif sont en relation métonymique. Dans cet article, je vais 
poursuivre l’analyse de ladite construction du point de vue sémantique. Je vais surtout analyser 
les divers éléments adverbiaux qui sont présents dans cette construction et essayer de mettre en 
lumière les corrélations entre ces éléments adverbiaux et les interprétations sémantiques. En même 
temps, je vais étudier les relations qui existent entre ces interprétations sémantiques et d’une part la 
lecture de type “propriété” et d’autre part la lecture de type “procès”. À mon avis, ces deux lectures 



























　　(1) *This magazine reads.
　　(2)  This magazine sells.






　　(4a) ?This shirt washes.
　　(4b) This shirt doesn’t wash.
　　(5a) ?Cette voiture se conduit.「この車は運転できる」
　　(5b) Cette voiture ne se conduit pas.「この車は運転できない（＝運転しにくい）」








　　(6) Russian novels read {easily / like mysteries}. (Fellbaum 1985)
難易度を表わす副詞句の代表的なものは以下のようなものである。
　　(7)  easily, quickly, smoothly, well, with { great / some / no } difficulty, without { problems / 
trouble }, in a jiffy (cf. Fellbaum 1985)
難易度を表わす副詞句に関して注意すべきことは、これらは潜在的動作主の能力について





　　(8) This book sells well.「この本はよく売れる本だ」




　　(10) This dog food cuts and chews like meat.
　　(11) Her novels sell like hotcakes.
　　(12) This light plugs into any household outlet. 




















  1） ただし(11)に関しては潜在的動作主のステイタスに関して問題がある。Fellbaum自身もこの例に関し























　　(14) Cette racine se mange. (Zribi-Hertz)「この根は食べられる」












　　(16) Ce roman se lit facilement.「この小説は読みやすい」
　　(17) Cette chemise se repasse rapidement.「このシャツはアイロンが当てやすい」
  2） 英語の中間構文が、本質的に主語の指示対象の属性を述べる文であることについては、Fellbaum &. 
Zribi-Hertz (1989)および本稿の第3節を参照。
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　　(19) Une branche comme ça, ça se casse d’une seule main.(Ruwet 1972)
 「こんな枝は片手で折れる」












　　(21) Le champagne se boit frappé.「シャンペンはきりきりに冷やして飲むものです」
　　(22) Le vin rouge se boit chambré.「赤ワインは室温で飲むものです」






  3） この例をやや不自然と感じるフランス人もいるようである。そのようなフランス人によると、この例
文で用いられているse casserを se couperに変えると不自然さが解消するということであった。
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　　(24) L’eau minérale se boit fraîche.
 「ミネラルウォーターは冷やして飲むものです」
　　(25) ?*L’eau minérale se boit gazeuse.
　　　　「ミネラルウォーターはガス入りで／ガス入りを飲むべきです」
　　(26) Le café se boit noir.「コーヒーはブラックで飲むものです」


























　　(23) Les huîtres se mangent crues.「牡蠣は生で食べます／食べるものです」
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　　(30) Ce poisson se mange cru.「この魚は生で食べられる」
　　(31) Les poissons se mangent crus quand c’est vraiment frais.
 「魚は本当に新鮮であれば生で食べられる」













　　(33) Un bain japonais, ça se prend très chaud.
 「日本の風呂は熱くして入るものだ」








　　(35) Ce livre se lirait facilement en sirotant une boisson fraîche.
 「この本は冷たい飲み物をゆっくり飲みながらなら読みやすい」







　　(37) Un bateau, ça se coule facilement pour ramasser des assurances.
 「船というのは保険金を取るためだったら沈められるなんてことはよくある」










証拠に、この発話の facilement は souvent と置き換えてもほぼ意味は同じである。いずれ
にしろこの場合の facilement は発話が表わす行為全体にかかっている。(38)の例は、身体
を温めるためという目的のためにホットココアが手軽に飲まれるということで、この場合
の facilementもほぼ同じ意味で souvent に置き換え可能である。ただ(38)の発話の表わす行
為はより身近な行為であり、潜在的動作主の中に話し手と聞き手も含まれるようなニュア
ンスを持つ。そのようなニュアンスが強まると、第3者的に見た蓋然性、つまりある事態
  5） Vinet(1987)は、(37)の例はLe bateau se coule facilement…と定冠詞を用いると不自然であるが、(37)の
ように不定冠詞とçaを用いると全く問題はないが、その原因は分からないと述べている。おそらく「船
を沈める」というかなり具体的な行為と定冠詞単数という抽象度の高い総称主語が齟齬をきたすから
ではないかと思われる。ちなみに、(38)はLe chocolat chaud se boit…と定冠詞単数でも問題ないという
反応を得た。






















　　(40) Un bateau, ça se coule facilement.








　　(42) Pour ramasser des assurances, un bateau, ça se coule facilement.
  6） ただし、「電車の中で時間をつぶすために読む程度の本である」という評価を表わしていると考える
こともできる。











　　(44) Ce genre de personnes s’arrête de temps en temps pour démontrer le pouvoir de la police.
 「この種の人たちは、警察の力を誇示するために時々逮捕されることがある」8）
この例についてHirschbühlerは目的を表わす不定詞 démontrer の主語は主文に述べられてい
る事態だと述べている。確かに、Le fait que ce genre de personne s’arrête de temps en temps 



















　　(45) Ce livre se lit avec plaisir. (Hirschbühler, 1987)「この本は楽しく読める」
　　(46) Ça se fait avec plaisir.「これは楽しんでやれる」
　　(47) Le bénévolat ne se fait pas de mauvaise grâce. Ça se fait avec plaisir.
 「ボランティア活動は嫌々するものではない。それは喜んでするものだ」
（以上2例、山田(1997)より。訳も山田(1997)による）
  8） この例はs’arrêterが「立ち止まる」という意味を喚起するので、フランス語としてはあまりいい文と
は言えないようである。
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　　(48) Les vitres, ça se brise avec enthousiasme.(Ruwet 1972)
 「ガラスを割るときには夢中になってしまうものだ」
























































　　(50) Ce livre se vend partout en ce moment.
 「この本は現在至るところで売られている」
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だし、(52)が主語の属性を表わすのに対して、(51)は行為の属性を表わすと考えている。




























































　　(53) Ce livre se lit facilement.「この本は読みやすい」
















　　(51) Les articles de ce genre, ça se vend à la douzaine. （山田 1997）
 「この種の商品は1ダース単位で売られる（ものだ）」（山田訳）
　　(54) Les pommes, ça se mange pour maigrir.(Fellbaum &. Zribi-Hertz, 1989)
 「リンゴは痩せるために食べられる（ことがある）／食べるのに適している」













　　(55) *This book buys well.14）














































と記述されることが多い。到達度を表わす代表的な副詞は well と beautifully である。
　　(56) This book sells well.「この本は良く売れる」













　　 Le premier groupe, qui montre un caractère similaire à la construction moyenne anglaise 





　　(58) Cette étoffe se repasse rapidement.「この布は素早くアイロンがあてられる」　
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